
医師と人々⑦ 第 11回中国四国地区アーカイブズウィーク（山口県文書館） 
 

徳山毛利家は、薬を取り寄せるだけではなく、少なく
とも３回、徳山領にまでこの田原氏を直接呼び寄せて
診療にあたらせています。呼んだ先は前藩主の隠居所、
富田御殿でした。呼ばれた医師は田原家６代目養柏
と７代目養全。来診は、享和 3 年（1803）６月８
～13 日、文化 3 年（1806）２月 15～21 日、文
政９年（1826）10 月 8～13 日。徳山毛利家文庫

には「御蔵本日記」のほか「富田御殿日記」という史料
もあり、両者をあわせ読むと、その診療や接待、礼金
等々について大変詳細にわかります。 
天保７年（1836）、徳山町の町人が筑前田原製

目薬の販売運上銀を納めたという史料もあります。 
当該日記には、享和元年（1801）広島の眼鏡売

りの逗留も記述されています。 
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山口市赤妻の生目八幡宮には、天保壬寅年（1842）に「所
願成就」として「巳之歳男」によって奉納された祈願の額がありま
す。おそらく眼病治癒の祈願でしょう。右方に「蘒（以下不明）」と
ありますから、萩方面からはるばる祈願に訪れたのかもしれません。 
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「毛利元就書状写」（閥閲録差出原本 522 内藤二郎左衛門） 病気と祈り① 
 

 

永禄９年（1566）に毛利氏は長
年の大敵であった出雲の尼子氏を攻
め滅ぼします。その時に降参した尼子
義久兄弟を毛利氏は丁重に扱い、配
下の内藤氏に彼らを警備させます。内
藤氏は自らの所領である安芸国長田
（現、広島県安芸高田市）内の寺
院を義久らの居館に宛て、厳しく監視
するかたわら、何かと心配りをしていま
す。 
毛利元就や嫁の隆元夫人は、そう

いった内藤氏の気遣いをほめようとしま
すが、なかなかその機会がありませんで
した。 
そこで、毛利氏重臣の口羽通良が

気を利かして、内藤氏に元就の意向
を伝えたようです。 
この件に関して、永禄 10 年

（1567）正月に元就は口羽氏に手
紙で謝意を伝えています。ところが、こ
の頃元就はあることに苦しんでいました。 
口羽氏宛ての手紙（上の写真）

本文の終わりから２～３行目に注目
してみましょう。「夜前ヨリは（歯）ハし

り（はしり）候て、いよいよ平臥の躰
ニ候」と書いてあります。山口県やその
近県出身の方ならたぶんおわかりでは
ないでしょうか。「歯がはしる」とは、「歯
がひどく痛む」という意味の方言です。
つまり、元就は、このとき「昨夜から歯
がひどく痛むので、臥せっている」という
状態だったのです。 
このことを裏付けるかのように、現在

は所在不明となっている原文書（個
人蔵）の元就の花押（本人が書い
たサイン）は、筆が乱れ、同時期の花
押に比べると弱々しいものになっていま
す。 
「歯がはしる」云々の一文がなけれ

ば、この花押を見た口羽氏は、この手
紙は本当に「大殿」（元就）からのも
のだろうかといぶかったことでしょう。 
歯痛に苦しんでいた元就が、臥せっ

た状態で、（もしかすると片手で頬を
押さえながら）右筆が用意した手紙
に一生懸命に花押を書いている姿を
想像してみてください。元就には気の
毒ですが、何だか笑ってしまいそうです。 

８ 

 
 

毛利元就卿画像（軸物類 170） 

「酒は百薬の長」という言葉があ
るように、適度な飲酒は健康に良
いとされます。一方で飲みすぎると
健康を損ない大事にいたるのも事
実です（酒害）。 
元就は、この酒害をよく認識し

ており、酒を慎んだ（あるいは下
戸だった）ため、当時としては長寿
の 75歳の生涯を全うしました。 
というのも、彼の祖父は 33 歳、

父は 39 歳、兄は 24 歳で、いず
れも酒が原因で亡くなっていたから
です。そのため孫の輝元が酒を飲
み始めると、その母親に宛てて、酒
を控えさせるように言い送っていま
す。その指示は、お椀の大きさごと
に酒量を決めると言った細かいもの
でした。 

毛利元就の歯が「走る？」 
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同じ頃の毛利元就の花押 
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「毛利石見守様御政事御取捌御身持旁不宜御思召寄被仰入候一件」（毛利家文庫 56継立原書 37） 病気と祈り② 

 

 

 
〔萩藩主と徳山藩主〕 

天明２年（1782）末、徳山藩の
奈古屋蔵人・福間五郎兵衛・粟屋
靱負の３名が、萩藩の国元加判役
宍戸美濃らに書状を送りました。内容
は、徳山藩７代藩主毛利就馴（た
かよし）の藩政について、藩主の信任
の厚い当役の鳥羽玄蕃の政治を批
判したものでした。そして奈古屋らは、
本藩である萩藩の両殿様、毛利重
就（萩藩７代藩主、当時は隠居）
と毛利治親（同８代藩主）の御威
光により、徳山藩政が是正されること
を求めるのでした。これを受けて萩藩
の両殿様は、翌天明３年（1783）、
国元加判役であった佐世六郎左衛
門を徳山に派遣し、鳥羽などの解任
を指示しています。 
ところで、毛利就馴期において、萩

藩主による徳山藩政への介入は、こ
れ以前に２度あったようです。１度目
は明和８年（1771）、次は安永６
年（1777）のことでした。明和８年

の事件は、藩主の側近たちの専横を
憂えた両殿様が２人の萩藩士を徳
山に派遣し、彼らの解任を迫りました。
徳山藩政における人事介入という点
では、天明３年の事例とよく似ている
と言えます。 
一方で、上の写真の５行目から６

行目に「安永六酉年変出来」とある
２度目の事件は、今のところはっきりと
した資料がないため断言できませんが、
どうやら藩主の「病気」にまつわる案件
で、両殿様から申し入れがあった模様
です。以下では、安永６年前後の毛
利就馴の周辺を見てみましょう。 

〔安永６年前後の毛利就馴〕 
安永２年（1773）春、徳山を出

て江戸に到着した就馴。４月 15 日
に将軍へ「参勤之御礼」を無事済ま
せたところ、３日後の 18 日に幕府か
ら江戸城常盤橋御門の門番を命じら
れます。江戸時代の大名はそれぞれ
の規模に応じて様々な仕事（役／や

９ 

 
 

「毛利石見守様御政事御取捌御身
持旁不宜御思召寄被仰入候一件」 
（毛利家文庫 56継立原書 37） 

 
天明３年（1783）、萩藩が徳山

藩に藩政の是正を申し入れた際の一
件記録。鳥羽玄蕃は隠居に追い込ま
れますが、単純な重臣更迭事件では
なく、藩財政とも密接な関係のある事
件でした。その意味では、本文に示した
これ以前の２つの事件の複合的な事
件であったとも言えそうです。 

近世大名の役と病 
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